
（18）2023年（令和5年）8月12日　土曜日

八ヶ岳山麓にある縄文遺跡の近年の発掘

調査について成果が報告された発表会

八
ヶ
岳
山
麓
の
縄
文
文
化

諏
訪
地
区
遺
跡
調
査
研
究
発
表
会

近
年
の
発
掘
調
査
結
果
説
明

諏
訪
考
古
学
研
究
会
は
日
日
、

第
為
回
諏
訪
地
区
遺
跡
調
査
研
究

発
表
会
を
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
い
た
。
「
山
麓
の
縄
文
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
3

市
町
村
に
あ
る
遺
跡
各
1
カ
所
に

つ
い
て
、
各
市
町
村
の
教
育
委
員

会
の
担
当
職
員
が
近
年
の
発
掘
調

査
の
結
果
を
説
明
し
た
。

最
新
の
研
究
成
果
を
報
告
す
る

場
と
し
て
設
け
て
い
る
発
表
会
。

発
掘
調
査
の
様
子
や
遺
構
、
出
土

し
た
土
器
な
ど
の
写
真
を
ス
ラ
イ

ド
で
映
し
な
が
ら
行
わ
れ
、
会
員

や
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
約
4
0
人
が
熱

心
に
聞
き
入
っ
た
。

茅
野
市
教
委
の
小
池
岳
史
さ
ん

は
尖
石
遺
跡
に
つ
い
て
、
2
0
2

2
年
度
に
国
特
別
史
跡
範
囲
の
西

側
で
行
っ
た
保
存
目
的
の
た
め
の

確
認
調
査
で
、
縄
文
時
代
中
期
の

整
式
期
の
竪
穴
住
居
址
を
発
見

し
た
と
解
説
。
「
住
居
は
出
な
い
の

で
は
と
い
う
予
想
に
反
し
て
見
つ

か
っ
た
。
こ
の
辺
り
に
新
道
式
の

村
が
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
上

で
非
常
に
重
要
」
な
ど
と
話
し
た
。

原
村
教
委
の
佐
々

木
潤
さ
ん
は
カ
傲
潜

幸
ワ
ナ
バ
遺
跡
に

関
し
、
2
1
年
度
の
発

掘
調
査
で
小
竪
穴
8
7

基
な
ど
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
報

告
。
富
士
見
町
教
委

の
副
島
蔵
人
さ
ん
は

曽
利
遺
跡
に
つ
い

て
、
2
2
年
度
と
2
3
年

度
の
調
査
で
竪
穴
住

居
地
が
計
1
4
軒
見
つ

か
っ
た
ほ
か
、
「
面

白
い
遺
物
が
出
て
き

た
」
と
し
て
仰
簡
聯
郁
郡
特
種
土

器
と
人
面
香
炉
形
土
器
が
出
土
し

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

同
研
究
会
は
し
ば
ら
く
休
会
状

態
に
あ
っ
た
が
、
昨
年
か
ら
活
動

を
再
開
。
発
表
会
を
主
要
事
業
の

一
つ
と
し
て
継
続
し
て
い
く
方
針

と
い
う
。
　
　
（
手
塚
洋
一
）


